
介護から考えるジェンダー

高
齢
化
に
よ
る
家
族
介
護
の
増
加

　
令
和
６
年
の
平
均
寿
命
は
、
女
性
87
・
13
歳
、
男
性

81・09
歳
と
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
生
き
方
も

多
様
化
す
る
な
ど
、社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
家
族
の

介
護
を
す
る
人
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、
介
護
は
個
人
で

抱
え
る
課
題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｂ
ｅ
‐
ｉ
ｎ
ひ
ろ
っ
ぱ

認
知
症
が
私
た
ち

家
族
に
く
れ
た
ギ
フ
ト

　
映
画
『
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。』
の
監
督
、
信の

ぶ

友と
も 

直な
お

子こ

さ
ん
を
講
師

に
迎
え
ま
す
。

　
信
友 

直
子
さ
ん
は
、「
前
向
き
で
、社
交
的
で
、

冗
談
好
き
。
人
生
を
楽
し

む
達
人
」
と
語
る
母
の
異

変
に
気
づ
き
、「
認
知
症
」

と
診
断
さ
れ
る
頃
か
ら
カ

メ
ラ
を
回
し
続
け
、
そ
の

進
行
と
老
い
に
苦
し
む

母
、
当
た
り
前
の
よ
う
に

50 60 70 80 90
女性

男性

平均寿命

歳81.09

平均寿命

歳87.13

令和６年の平均寿命

（歳）

男 女 共 同 参 画

問問人権・市民協働課人権・市民協働課（内線 472）

※参考資料　男女共同参画白書 令和６年版

　高齢化社会が進む中、介護は個人だけでなく社会全体で支えるべき課題となっています。しかし、介護に関す
る負担は依然として女性に偏っており、特に仕事と育児・介護を担う「ワーキングケアラー」の実態は深刻です。
　この状況を変えるためには、男女共同参画の視点から、男性も介護に積極的に関わり、女性もキャリアを形成
しながら互いに両立できる環境を整えることが求められます。どのようにして、ジェンダー平等を実現し、介護
を支える社会を作っていけるのか、一緒に考えましょう。

と
き

と
こ
ろ

２
月
７
日
（土）
、
午
後
２
時
～
４
時

す
ば
る
ホ
ー
ル

参加費

無料

介護は個人で抱える

課題ではなく、社会全体で

支えることが必要
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女
性
に
偏
る

育
児
・
介
護
な
ど
の
負
担

一
人
一
人
が
希
望
す
る
生
き
方
を

実
現
で
き
る
よ
う
に

　
働
き
な
が
ら
介
護
を
す
る「
ワ
ー
キ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

が
増
加
し
、
育
児
と
家
族
の
介
護
と
い
う
ダ
ブ
ル
ケ
ア

を
担
う
人
も
い
る
な
か
、
依
然
と
し
て
育
児
・
介
護
な

ど
の
負
担
は
女
性
に
偏
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
白
書 

令
和
６
年
版
に
よ
る
と
、
令

和
３
年
10
月
～
令
和
４
年
９
月
に
前
職
を
辞
め
た
人
に

つ
い
て
、
離
職
理
由
別
に
見
る
と
、「
出
産
・
育
児
の

た
め
」
と
し
た
人
は
、女
性

14.1
万
人
、男
性
0.7
万
人
、「
介

護
・
看
護
の
た
め
」
と
し
た
人
は
、
女
性
８
万
人
、
男

性
2.6
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
出
産
・
育
児
の
た
め
」、「
介
護
・
看
護
の
た
め
」

を
理
由
と
し
た
離
職
者
は
、
い
ず
れ
も
女
性
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
る
と
、
介

護
離
職
は
大
き
な
問
題
で
す
。

　
介
護
離
職
は
企
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
る

た
め
、
女
性
が
不
本
意
に
離
職
す
る
こ
と
な
く
、
キ
ャ

リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、
仕
事
と
家
事・育
児・

介
護
な
ど
の
両
立
支
援
や
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
支

援
体
制
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
、
介
護
だ
け
に
と
ら

わ
れ
ず
、
一
人
一
人
が
希
望
す
る
生
き
方
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
、
と
も
に
助
け
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

0 2 4 6 8 10

■介護・看護のため

令和３年 10 月～令和４年９月に前職を辞めた人
（離職理由別）　　　　　　　  ※男女共同参画白書 令和６年版

0 2 4 6 8 10 12 14 16

■出産・育児のため

万人8

万人2.6

万人14.1

万人0.7

男性男性

女性女性

男性男性

女性女性

（万人）

（万人）

いずれも女性の割合

が高くなっています

仕事と育児・介護を両立するために

　まずは、育児・介護休業制度の仕組みや支
援体制を知ることが重要です。
　国の制度を活用しながら、誰もが安心して働
き続けられるよう、業務の効率化や共有化など
事業者や従業員がそれぞれの立場で働き方を工
夫してみましょう。

育児休業制度
特設サイト

介護休業制度
特設サイト

母
を
介
護
す
る
父
の
姿
を
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

　
介
護
の
負
担
は
女
性
が
担
う
こ
と
が
多
い
と

い
う
現
状
が
あ
る
中
、
認
知
症
に
な
っ
た
母
を

介
護
す
る
父
の
姿
や
「
老
老
介
護
」、
信
友
さ
ん

が
暮
ら
す
東
京
か
ら
実
家
の
広
島
・
呉
へ
の
「
遠

距
離
介
護
」
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
感
じ
た
の
か
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費　
無
料

定
員　
１
０
０
人

申
し
込
み　
２
月
４
日
㈬
ま
で
に
、
メ
ー
ル
ま

た
は
左
下
図
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
、
託
児
の
有
無
を
明
記

し
、
人
権
・
市
民
協
働
課
〔（
内
線
４
７
２
）・

jinken@
city.tondabayashi.lg.jp

〕

へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
、
電

話
申
し
込
み
可
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
日
先
着
順
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

※
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
登
録
団
体

の
パ
ネ
ル
展
示
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
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